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札幌ALSOプロバイダーコース2022秋

ALSO（AdvancedLifeSupportinObstetrics）とは、医師やその他の医療プロバイダーが、周生期救急
に効果的に対処できる知識や能力を身につけ、発展・維持するための教育コースです。1991年に
考案され、1993年に米国家庭医学会（AAFP）によって認可され、現在、全米のほとんどの分娩施設
において、分娩に関わる医療プロバイダーがALSOを受講することが義務付けられています。また、
ALSOコースは世界的に普及活動が行われており、2009年までに50カ国以上でプロバイダーコース
が開催され、10万人以上がALSOコースを完了しています。日本では2008年に金沢大学の周生期
医療専門医養成支援プログラムグループが、米国家庭医学会（AAFP）から日本でのALSOセミナー
運営権を取得し、2008年よりプロバイダーコース、インストラクターコースを開催しており、2021年6
月までに国内開催数は400回を越え10996名がプロバイダーコースを取得されています。

ALSOコースは、シラバス（教科書）を用いたレクチャー、実地訓練のためのマネキンとシミュレー

ターを使用したワークショップ、コース終了時に行われる筆記試験、マネキンによる実技試験（メガ
デリバリー）から構成されています。ALSOコースの内容は補助経腟分娩、肩甲難産、分娩後異常出

血、妊婦蘇生など様々な状況における産科救急の対処法を中心としていますが、出産前のリスク
評価、妊娠初期・中期・後期の性器出血、妊娠合併症、出産危機における両親のサポートなど、マ
タニティケアに必要な要素がすべて含まれています。プロバイダーコースを完了し、試験に合格す
れば3年間有効の認証を受ける事が出来ます。

新型コロナウイルスの対応について
新型コロナウイルスに対する感染予防について、換気、密集を避けるなどの対策を行います。

また講義間の手洗い・手指や物品の消毒の対応を行います。 但し今後の感染拡大状況により、緊
急事態宣言発令などの場合、コースの延期または中止とさせていただくことをご了承ください。

受講料の振り込み以降は教育サイトにアクセスが出来るようになり、自己学習が出来ます。
各種情報の取得が可能となりますが、開催1ヶ月前を切った段階でやむを得ず、コースの中止が
決定した場合に は、振り込まれた受講料を返金できません(ALSO/BLSO の本部であるOPPIC の
規定により)。開催の可否については開催1ヶ月前に一次判断をし、受講される皆様の不利益となら
ないよう配慮していきたいと考えております。皆様からのご理解・ご協力を賜りながらコースを開催
させていただきますので、宜しくお願いいたします。

HOPPIE主催 さっぽろ連携中枢都市圏事業

・会場演習日は受講者全員に
お弁当をご用意します

主 催 ： 北海道周生期医療救急支援の会(HOPPIE) 共 催 ： 札幌市、WIND

日 程 ： e-ラーニング講習（登録後から受講可能、１２コマ視聴後テストあり）

ZOOM 2022年11月22日（火） 会場演習 11月26日（土）または27日（日）

会 場 ：手稲渓仁会病院 Kビル2階、201・202会議室

定 員 ： 24名 一般公募あり 受講料 30,000円

応募締切 : 2022年 9月20日（火）

申し込みフォーム https://forms.gle/qzujx759aynL9g139

@手稲渓仁会病院

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=%E5%8C%97%E6%B5%B7%E9%81%93%E5%9C%B0%E5%9B%B3&source=images&cd=&cad=rja&docid=UjmeP-2S3gn-nM&tbnid=uNqcKsJU1HMz1M:&ved=0CAUQjRw&url=http://blog.livedoor.jp/aritouch/archives/1890652.html&ei=Qc58UYy7JYfKkgWOtIHQCA&bvm=bv.45645796,d.dGI&psig=AFQjCNG5m5LwBSXSybDhTb_aIW_B8v7L9A&ust=1367220140745947
https://forms.gle/qzujx759aynL9g139


Welcome to HOPPIE

〒006-0811    札幌市手稲区前田1条12丁目1－40 TEL :  681-8111   

担当 : 中居 洋子 手稲渓仁会病院 F5病棟 助産師
メールアドレス ： nakai-yo@keijinkai.or.jp ⇦お申し込み以外にご質問などあればご連絡ください

北海道周生期医療救急支援の会で英文表記は
Hokkaido Organization for advancement of Pregnancy,

Perinatal and Infant care and Emergency treatment(HOPPIE)といいます。
この会は北海道の産婦人科、小児科、救急医療などの医療領域において、
特定非営利活 動法人周産期医療支援機構(OPPIC)が活動権限を持つ
Advanced Life Support of Obstetrics (以下 ALSO)または Basic Life Support

of Obstetrics (以下 BLSO)を主 とした周産期医療・救急シミュレーション
コースを通じて、妊娠・出産・新生児・乳児 期の医療領域に取り組む志ある医師、助産師、看護師、
救急隊員等の 医療従事者に対する研修を実施し、この医療領域に携わる医療従事者 を育成すること
によって地域医療を推進し、地域住民の福祉厚生の増進に寄与することを目的としています。

＊本コースは総務省連携中枢都市圏施策事業に基づき、
札幌市共催のもとHOPPIEが開催いたします。 http://www.hoppie.jp/

ホッピー君 画 : 金井麻子

会場アクセス

手稲渓仁会病院
札幌市手稲区前田1条１２丁目1-４０

http://www.hoppie.jp/


コーススケジュール

札幌ALSOプロバイダーコース2022秋@手稲渓仁会病院

*スケジュール・プログラムは今後の検討で変更することがありますので予めご了承ください。
１日目のZoomセミナーはパソコン（WindowsまたはMac、カメラ付きではない場合Webカメラ）と
安定したインターネット環境が必要です。発言するため、声を出せる環境である必要があります。


